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１．調査概要 

①調査目的 

  株式会社農業技術通信社（代表取締役・昆吉則）は、1987 年以来、事業的農家向け月刊誌「農

業経営者」を発行している。当社では、『農業は食べる人のためにある』という理念のもと、生

産者と関連企業に対し、農産物のエンドユーザー（消費者）の視点に立った農業経営、農業技

術、商品の情報を発信し、雑誌出版のほかインターネットサービスやマーケティングリサーチ、

コンサルティングサービス等の事業を行っている。 

ＷＴＯ農業交渉の進展による市場競争の激化や来年から始める品目横断経営安定対策に伴い、

農業経営は大きな転換を迫られている。これまで経験したことがない変化に際して、農業経営

者層はどのような農業な経営を目指し、そのためにどのような新技術を必要としているのか。 

そこで、事業的に取り組む経営者階層 2,004 人を対象に、今後の農業経営の展望と新技術の

導入について把握することを目的としてアンケート調査を実施した。 

 

②調査方法 

    調査期間  2006年3月及び7月 

    調査対象  全国の農業経営者（農業に事業的に取り組む生産者）2,004 名 

    調査名   「これからの日本農業の将来像と経営と技術要求に対するアンケート」 

    調査方法  郵送・ＦAＸ・メールによりアンケート調査票を配付・回収 

          また、アンケート調査対象者のうち3グループ15名を対象にグループイ

ンタビュー 

 

③対象者の属性 

  アンケート対象者 2,004 名のうち、年間販売額が 500 万円未満の生産者は全体の 24.1％に過

ぎない。これは、農林水産省の統計資料である農業経営体調査による 85.8％と比較すると非常

に低い。他方、1000 万円以上の農家はアンケート対象者のうち 54.3％に達しており、経営者

階層の占める比率が高い。 
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④調査項目 

 ・この関連資料では、プレスリリースで掲載した調査項目を中心に取り上げた。 

・その他の項目及び属性とのクロス集計結果については、9月下旬に当社ホームページに掲載

を予定している。（http://www.farm-biz.co.jp/） 
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２．アンケート調査結果の概要 

①農業経営者層の半数は環境の変化をチャンスとして農業経営を発展させたい。 
 
設問「農産物輸入や農業政策の変更の中で農業経営環境が変化すると思われますが、あなた

は今後の経営をどのようにお考えですか」 
 

40.2 45.5  
 

1000 48.8

 

 1000 50.0

30.1
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②農業経営のために重要な取り組みとしては、農政批判よりマーケットの立場に立っ

て物を考える経営感覚が重要だという指摘が多い。 
 
設問「これからの日本農業を取り巻く環境の変化の中で農業界あるいは農業経営者たちが取

り組むこととして特に重要なのはどんなことだと思いますか」 
 

の50.0

1000 51.1 1000 49.3

 

38.2 

 1000  37.6 1000 39.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

③担い手への補助金の集中に対しては、半数近くが賛成 
 
設問「農水省が進めている、担い手に施策を集中する政策についてどうお考えですか」 
 

16.9 29.4

41.3

 

 
1000

1/3 33.5

23.0  

32.2

1000 53.8
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④農業に関して社会一般で持たれている「自給率を上げるべき」「有機栽培を増やすべ

き」「経済の論理を求めるのは間違っている」という農業に対する一般常識に生産者

は困惑。 
 
設問「農業に関して社会一般で持たれている、１～３の「常識」について、農業を経営する

立場から違和感を持つことがありますか」 

    「違和感を持つ理由として、以下の点をどうお考えですか」 
 

51.1

72.6 7.8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1「日本は食料自給率が低く、将来は今まで通り海外
から食料を輸入できなくなる可能性もあるため、

2「これからの農業は、農薬や化学肥料を使わず、
安全で生態系に優しい有機栽培を増やすべき
だ」国内の生産を増やすべきだ」
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52.5 

 70.7

51.5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3「農業は、豊かな自然や地域社会を守る役目も果たして
いるのだから効率性や生産性を求めるのは間違って
いる」
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⑤生産者の半数以上が、生産面の最も重要な改善点に「生産コストの低減」を上げて

いる。 
 
設問「ご自身の経営の中で、生産面に関して、特に重要だと思われている改善点は何ですか？」 
 

 54.7  1000  56.1 1000  53.8

 45.9  

 
 1000

1000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥生産面の改善を実現するため、新たな栽培体系の開発・確立や、農地・労働力など

経営の基盤に関する仕組みの改善が求められている。 
 
設問「生産面の改善を実現するために必要な技術は何ですか？」 

 

 

53.4 

41.5
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■乾田直播■  

 技術内容 

 

 経営上のメリット 

 

 経営上のデメリット 

 

 

⑦乾田直播について、概ね 65％が技術の必要性を認めている。  
 
設問「この技術は日本の農業にとって必要だと思いますか？」 
 

25.8 40.0

65.8  1000 1000

 65  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧生産者の 60％は乾田直播の栽培に関心を持っている。  
 
設問「生産者としてみた場合、乾田直播栽培について、どうお考えですか？」 
 

8.3 50.9

 59.2  1000

 10.3  
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栽培の条件としては、技術の安定と生産コストの低減が多く指摘されている。 
 
設問「栽培の条件は、どのようなものですか？」 
 

67.4

40.5  1000

1000  

 

 

 1000

 1000

8

 1000
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■遺伝子組み換え技術■ 

 技術内容 
A

 

 経営上のメリット 

 

 経営上のデメリット 
 

 

⑨生産者の４割は、遺伝子組み換え技術の必要性を認めている。 
 
設問「この技術は日本の農業にとって必要だと思いますか？」 
 

 43.8

 48.2  

 1000

45.6

46.7

 

 

 

⑩生産者の 40％は遺伝子組み換え作物を栽培したいと考えている。 
 
設問「生産者としてみた場合、遺伝子組み換え栽培について、どうお考えですか？」 
 

 40.2

48.8 8.6 

 1000

 43.2.

2.6 �ポイント　  
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栽培の条件としては、マーケットの支持と農薬・除草剤の減少など、消費者ニーズ

を意識したものが多い。  
 
設問「栽培の条件は、どのようなものですか？」 
 

54.4

45.5

 1000 59.8  

 1000 36.4

1000 37.9  
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⑪有機栽培農家でも、３割以上は遺伝子組み換え技術の必要性を認めている。 
 
設問「この技術は日本の農業にとって必要だと思いますか？」 
 

12.2

19.5

3

 

 

⑫有機栽培農家の３人に 1 人以上は、遺伝子組み換え作物を栽培したいと考えている。 
 
設問「生産者としてみた場合、遺伝子組み換え栽培について、どうお考えですか？」 
 

 34.2

 

 
 

 

栽培の条件としては、技術の安定と農薬・除草剤の減少が多く、有機栽培農家でも

遺伝子組み換え技術を農業技術の１つとして相対的に評価している。 
 
設問「栽培の条件は、どのようなものですか？」 

50.0

47.9

 

 

 

*有機栽培農家は、ＪAＳ有機認証を受けた生産者を対象とした。 

*有機栽培農家は、ＪAＳ有機認証を受けた生産者を対象とした。 
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⑬北陸研究センター（独立行政法人）における遺伝子組み換えイネの栽培実験につい

ても、生産者の４割以上は肯定 
 
設問「上越市における遺伝子組み換え技術によるイネの屋外栽培実験の実施について生産者

の立場からどうお考えですか」 
 

20.6 25.1

 45.7

 

 

 

 

 

 

 

 

設問「あなたご自身は、遺伝子組み換え技術による上記の複数の病害に耐性を持つ遺伝子組

み換えイネ（複合耐病性イネ）が商品化されたら栽培してみたいと思いますか」 
 

13.8 25.0

 38.8  
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⑭遺伝子組み換え技術に関する自治体の栽培規制は賛否両論だが、栽培実現のための

ルールとしての期待も  
 
設問「上越市における遺伝子組み換え技術によるイネの屋外栽培実験の実施について生産者

の立場からどうお考えですか」 
 

24.2 26.3

 50.5  

36.6

 

21.9

26.0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問「望ましい」「どちらかといえば望ましい」と回答された方に、その理由は何ですか」 
 

52.9
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３．グループインタビュー調査結果に見る農業経営者の認識 

 

①競争の激化で農産物が安くなるため、これまでの農業経営の延長では成り立たなく

なる。 

 30 40ha  30ha

 20ha

 

 

 

 

 

 12,000 60kg  100ha  

 

 

 

 

 

②遺伝子組み換え技術は、生産者の経営を支えるだけでなく、消費者にもメリットが

ある。 

 

 

 

3 6 7

2  

1  
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③消費者の漠然とした不安への対応不足や一部の過剰反応が、技術へのタブー視を生

んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④安全性を確実にするため、試験機関での研究推進を望む。 

 

 

 

100  200  
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⑤自治体の栽培規制があると、技術の実用化は不可能。対話も生まない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




